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(54)【発明の名称】 エネルギーと薬の適用による組織の処置

(57)【要約】
本発明は身体の不調部分を処置する方法とシステムを提
供する。特別の処置は、融除、神経調整、３次元素子シ
ェイピング(shaping)、薬放出、マッピング、
刺激、収縮、及びその幾何学的形状を変えること及び特
に限定された領域に容積を提供することによる構造上の
歪みの減少のうちの１つ又はそれ以上の又は幾つかの組
み合わせを含むことができる。特別の身体構造又は組織
は、嚢、食道、膣、ペニス、喉頭、咽頭、大動脈弓、腹
部大動脈、胸部大動脈、大腸、小腸、洞、聴覚管、子宮
、精管、気管、及びすべての関連する括約筋を含む領域
の１つ又はそれ以上、又は幾つかの組み合わせを含むこ
とができる。適用できるエネルギーの型式は、無線周波
数、レーザー、マイクロ波、赤外線波動、超音波、又は
それらの幾つかの組み合わせを含む。適用できる物質の
型式は、鎮痛薬の如き調合薬、抗生物質、及び抗炎症薬
、生物学的に非反応性の粒子の如き増量剤、冷却流体、
寒冷ベースの処置に使用する液体窒素の如き乾燥剤を含
む。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  選択された場所で身体に挿入するために配列されたカテーテルと

、

  前記処置素子に接近して連結された少なくとも１つの電極とを含み、

  前記電極は電磁エネルギーを放出することができること、

を特徴とする装置。

【請求項２】  前記カテーテルは組織を吸引して物質を放出することができる少

なくとも１つの灌注および吸引ポートを含むことを特徴とする請求項１に記載の

装置。

【請求項３】  前記少なくとも１つの電極は、少なくとも第１と第２の前記電極

を独立して制御するための回路に連結するために配列された一連の電極を含むこ

とを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項４】  前記少なくとも１つの電極は複数の列をなして配列された一連の

電極を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項５】   前記少なくとも１つの電極は１列に配列された一連の電極を含

むことを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項６】   前記少なくとも１つの電極は心臓抵抗性の膨張可能のバルーン

に連結されることを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項７】  引っ張りワイヤが、前記心臓抵抗性の膨張可能のバルーンの形状

を変えるために配列されることができることを特徴とする請求項１に記載の装置

。

【請求項８】  少なくとも１つの電極が少なくとも１つの傘状の支柱に取り付け

られることを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項９】  前記引っ張りワイヤが前記傘状の支柱を伸長させるように配列さ

れることができることを特徴とする請求項７に記載の装置。

【請求項１０】  前記カテーテルが腹腔鏡または手動の挿入（案内ワイヤまたは

導入器さやの使用を含む）の何れかのために配列されることを特徴とする請求項

１に記載の装置。

【請求項１１】  前記電磁エネルギーは、約３００乃至約５００キロヘルツのRF
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エネルギー、光力学的治療、約９１５メガヘルツ乃至２．４５ギガヘルツ範囲内

のマイクロ波の如き電磁エネルギー、超音波の如き音波エネルギー、赤外線レー

ザーまたはダイオードレーザーの如赤外線エネルギー、酵素、酸ベースの反応、

放射性トレーサー、液体窒素の如き化学乾燥剤、または他の対生物作用性物質の

如き化学的エネルギーを含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項１２】  前記カテーテルに連結された選択自由の遮蔽素子を含むことを

特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項１３】   選択自由の遮蔽素子は膨張可能のバルーン、スポンジまたは

ポリマー遮蔽物を含み；前記遮蔽素子は前記選択された場所に近接した領域に液

体密封シールを提供するよう配列されることを特徴とする請求項１２に記載の装

置。

【請求項１４】  前記選択された場所から前記身体の外の場所へ電磁エネルギー

を放出するために配列されたセンサーを含むことを特徴とする請求項１に記載の

装置。

【請求項１５】  前記センサーは、電磁インピーダンスセンサー、光学センサー

、導電率センサー、温度センサー、圧力センサー、神経活性を確認するためのセ

ンサー、pHセンサー、または放射線不透過性マーカーのうちの少なくとも１つを

含むことを特徴とする請求項１４に記載の装置。

【請求項１６】  前記カテーテルに連結された温度調整器を含むことを特徴とす

る請求項１に記載の装置。

【請求項１７】  前記温度調整器は前記１つの表面に近接して配列された冷やさ

れた液体を含むことを特徴とする請求項１６に記載の装置。

【請求項１８】  前記選択された場所に流動性物質を放出するための少なくとも

１つのルーメンを含み、前記流動性物質は前記電磁エネルギーに応答することを

特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項１９】  前記流動性物質は前記電磁エネルギーに選択された応答をなし

、前記選択された応答は、融除、被覆、膨張、膨らませ、形作り、嵩張らせ、神

経通路を変調させること、撓み性の減少、および組織を収縮させることのために

、前記電磁エネルギーを受け入れることを含むことを特徴とする請求項１８に記
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載の装置。

【請求項２０】  前記少なくとも１つの電極は、身体空洞部の内部領域内で前記

電磁エネルギーの制御された適用が可能な回路に連結されるよう配列されること

を特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項２１】  前記制御された適用は前記内部領域における前記電磁エネルギ

ーの一様な分配を含むことを特徴とする請求項２０記載の装置。

【請求項２２】  前記カテーテルは、身体の外部から前記選択された場所へ流動

性物質を放出することができる少なくとも１つのルーメンを含むことを特徴とす

る請求項１に記載の装置。

【請求項２３】  前記流動性物質は、薬、ガス、放射性同位元素、鎮痛薬、抗生

物質、抗炎症薬、抗麻痺薬、放出ビーイクル(vehicle)またはグリセリンまたは

塩水の如き冷却流体中に懸濁したミクロビード(microbeads)の如き嵩張らせ剤(b

ulking agent)の内の少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２２に記載

の装置。

【請求項２４】  前記選択された場所は人間または哺乳動物内に配列され、

  前記電磁エネルギーは、前記選択された場所の近くで括約筋に、筋組織に、ま

たは神経組織に放出されることを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項２５】  前記括約筋または組織は嚢、食道、子宮、らっぱ管、または精

管、静脈洞、大動脈、喉頭、または咽頭に近接していることを特徴とする請求項

２４に記載の装置。

【請求項２６】  組織の括約筋は、嚢の三角区域、嚢の排尿筋、嚢ネック、また

は尿道またはこれらの区域を知らせる任意の神経を含むことを特徴とする請求項

２４に記載の装置。

【請求項２７】  選択された場所で身体にカテーテルを挿入し、

  １つまたはそれ以上の電極が処理されるべき組織に近接するように、前記身体

中に電極と灌注および吸引ポートを位置決めし、

  流動性物質を前記１つの表面を通して通過させ、そして

  前記１つの表面の近くで少なくとも１つの電極から電磁エネルギーを放出させ

るステップを含む方法。
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【請求項２８】  前記少なくとも１つの電極内に含まれた一連の電極内の少なく

とも第１と第２の前記１つの電極を独立して制御するステップを含むことを特徴

とする請求項２７に記載の方法。

【請求項２９】  前記カテーテルを腹腔鏡を用いるかまたは手動の何れかで、必

要に応じて案内ワイヤ、導入器さやを用いて、前記選択された場所に挿入するス

テップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項３０】  前記電磁エネルギーは約４００乃至約５００キロヘルツのRFエ

ネルギーを含み、光力学的治療、約９１５メガヘルツ乃至２．４５ギガヘルツ範

囲内のマイクロ波エネルギーの如き電磁エネルギー、超音波の如き音波エネルギ

ー、例えば赤外線レーザーまたはダイオードレーザーから出る赤外線エネルギー

、酵素、酸ベースの反応、放射性トレーサー、液体窒素の如き化学乾燥剤、また

は他の対生物作用性の物質の如き化学エネルギーを含むことを特徴とする請求項

２７に記載の方法。

【請求項３１】  液体密封シールを前記選択された場所に近接した領域に提供す

るステップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項３２】  前記提供するステップが、膨張可能のバルーン、スポンジ、ま

たはポリマー遮蔽物を含む前記遮蔽素子を使用することを特徴とする請求項３１

に記載の方法。

【請求項３３】  前記選択された場所から前記身体の外部の場所へ電磁エネルギ

ーを放出するステップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項３４】  前記組織を少なくとも１つの電極に適合させるように前記組織

を吸引するステップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項３５】  前記エネルギーを放出するステップが、電磁インピーダンスセ

ンサー、光学センサー、導電率センサー、pHセンサー、圧力センサー、温度セン

サー、または神経活性を検出するセンサーのうちの少なくとも１つを含むことを

特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項３６】  前記選択され場所に近接した温度を調整するステップを含むこ

とを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項３７】  前記調整するステップが、器官の内部または前記バルーンの内
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部の如き前記１つの表面に近接して配列された冷やされた液体を使用することを

特徴とする請求項３６に記載の方法。

【請求項３８】  前記調整するステップが、前記身体の内部を占めそして前記少

なくとも１つの電極を前記身体空洞部の近くに持っていくように前記バルーンを

形作るために前記冷やされた液体の容積に依存することを特徴とする請求項３６

に記載の方法。

【請求項３９】  前記少なくとも１つの電極を前記身体空洞部の近くに持ってい

くために前記バルーンの形を変えるために前記引っ張りワイヤを操作するステッ

プを含むことを特徴とする請求項３８に記載の方法。

【請求項４０】  前記少なくとも１つの電極を前記身体空洞部の近くに持ってい

くために前記傘状の支柱の位置を変えるために前記引っ張りワイヤを操作するス

テップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項４１】  前記選択された場所へ流動性物質を放出するステップを含み、

前記流動性物質は前記電磁エネルギーに応答することを特徴とする請求項２７に

記載の方法。

【請求項４２】  前記電磁エネルギーへの選択された応答を顕在化させることを

含み、前記選択された応答は、融除、被覆、膨張、膨らませ、形作り、または組

織を収縮させること、神経の位置をマッピング(mapping)すること、それらを刺

激すること、熱的障害のパターンを造ることによって括約筋を収縮させること、

組織の撓み性または強固さを減らすこと、その相対的な幾何学的形状を変えるこ

とまたは薬を放出することによって組織上の歪みを減らすことのためのに前記電

磁エネルギーを受け入れること含むことを特徴とする請求項４１に記載の方法。

【請求項４３】  身体空洞部の内部領域内への前記電磁エネルギーの適用を制御

するステップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項４４】  前記適用を制御するステップは前記内部領域内に前記電磁エネ

ルギーを一様に分配するステップを含むことを特徴とする請求項４３に記載の方

法。

【請求項４５】  前記選択された場所に身体の外部から流動性物質を放出するス

テップを含むことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
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【請求項４６】  前記流動性物質は、薬、ガス、放射性同位元素、鎮痛剤、抗生

物質、抗炎症剤、抗麻痺剤、放出ビーイクル、グリセリンまたは塩水中に懸濁さ

せられたミクロビードの如き嵩張らせ剤のうちの少なくとも１つを含むことを特

徴とする請求項４５に記載の方法。

【請求項４７】  前記選択され場所は、人間または他の哺乳動物内に配列され、

そして前記電磁エネルギーは括約筋、筋組織、または神経組織へ前記選択された

場所に近接して放出されることを特徴とする請求項２７に記載の方法。

【請求項４８】  前記括約筋または組織は嚢、食道、子宮、らっぱ管または精管

、静脈洞、大動脈、咽頭、または喉頭に近接していることを特徴とする請求項４

７に記載の方法。

【請求項４９】  組織の括約筋が嚢の三角区域、嚢の排尿筋、嚢ネックまたは尿

道またはこれらの区域を知らせる任意の神経を含むことを特徴とする請求項４７

に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

発明の背景

1. 発明の分野

  本発明は身体の組織に関し、特に身体組織を、身体中の間質性(interstitial)

場所から展開されたエネルギー又は物質を用いて身体組織の形状、密度、相対的

幾何学的形状又は張力を変えることによって処置することに関する。

【０００２】

2. 関連技術

  尿失禁は幾つかのファクターからもたらされる。年齢の増加、出産、及び関連

するストレスは嚢の関連するトーン(tone)を生ぜしめる。付属筋を弱化させるこ

とがあり、次いでこれが尿の保持能力を害することになる。体重の増大、筋の全

体的な悪化は括約筋の抵抗に打ち勝つ腹部圧力を増大させることになる。排尿衝

動を生ぜしめる神経経路は活動亢進状態となる。尿道の相対的緊張は年齢ととも

に変化し、尿の制御が衰える。detrispr筋又は三角形区域の損傷もまた、尿自制

を害する結果となる。

【０００３】

  これらのファクターはそれら自体で起こることは通常はない。典型的な患者は

通常、それらの２つ又はそれ以上を呈する。それ故これらのファクターの多くに

アドレスすることができる処置を提供するのが望ましい。

【０００４】

   複雑な病因と様々な原因があるため、尿失禁用の理想的な処置は多くの異な

った機能を実行することができる装置を必要とする。例えば、女性の尿失禁用の

処置は以下のもの：即ち(1)尿道角度を変え、嚢ネックを懸垂するために嚢を造

り直すこと、(2)圧出筋(detrusor muscles)の操作、(3)尿刺激に応答する神経経

路のマッピング(mapping)と調整、(4)構造的幾何学的形状の変化による嚢ネック

の歪みの減少、(5)熱障害を造ることによって嚢の分離した、又は分離していな

い区域を収縮させること、(6)閉鎖をより良くするために容積を付加することに

よる組織の３次元モデリング、(7)傷痕のパターンを提供することによって組織
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の構造的完全性を強化すること、(8)医薬として及び処置後の治療を促進するた

めの両方のために調合剤を適用すること、の幾つか又はすべてに依存するかも知

れない。

【０００５】

  身体の組織（心臓筋肉組織の如きもの）を融除するために無線周波数(RF)及び

他の型式のエネルギーを適用するためにカテーテルを使用することは心臓処置の

技法では既知である。しかし、RF及び他の型式のエネルギーを使用する既知のシ

ステムは依然として幾つかの欠点をもつ。

【０００６】

  既知技術の第１の問題点は、上述の機能のすべてを実施することができる装置

を提供することを含むことである。既知のシステムはこれらの機能のうちの１つ

又はそれ以上を実施することができるが、関連技術はこれらの機能のすべてを行

うことはできない。患者は最終的に治癒が達成されるまで、複数の処置に戻るこ

とをしばしば要求する。

【０００７】  既知の技術の第２の問題点は、目標組織中の神経の確認、調整、

及び／又は刺激を含むことである。既知のシステムは処置中に敏感な神経を保護

しないか、又は組織が確認及び刺激されることを可能にする。これは特に、問題

となる。これは、多くの組織、特に、括約筋のトーン(tone)又は収縮能力を含む

ものが求心性部分から生じ、そして遠心性部分の神経は刺激不足又は刺激過剰の

何れかにされるからである。

【０００８】

  既知の技術の第３の問題点は、所望の処置区域のすべてに到達することができ

る排尿筋の全面の如き、処理表面を提供することにある。エネルギーを展開する

カテーテルの使用は既知であるが、何れも器官の内部形状に、最適の均等な処置

を提供するように柔軟に適合するように配列されないことである。

【０００９】

  既知の技術の第４の問題点は、処置に使用した組織と物質の除去を含む。既知

のシステムは冷却流体、コラーゲン、又は嵩張らせ物質の如きの処置に使用した

過剰の物質を除去しない。同様に、既知のシステムは、膿、化膿排出物、化膿物
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、及び感染ポケットの如き癒しプロセスを邪魔し又は別法で妨害する物質の除去

を行わないことである。

【００１０】

  既知の技術の第５の問題点は、身体空洞部又はオリフィス中に電極を差し向け

又は位置決めすることを含む。目標オリフィス中に電極を正確に位置決めするこ

との困難性は処置を損なうことになる。しばしば、健康な組織は妥協するが、非

健康な組織は処置されないままに残される。電極を差し向けそして位置決めする

困難性は特に問題となる。それは処置の目標の１つが、健康的な組織へ与える付

帯的な損傷を最小限度にすること及び病変した組織を完全に処置することにある

からである。

【００１１】

  既知の技術の第６の問題点は、患者の熱的損傷を最小限にすることである。或

る既知のシステムは、処置のための目標区域内へのエネルギーと、冷却液体の注

入とを同時に適用することに依存する。かかる液体の注入は患者に対する熱的損

傷を最小限度となすが、身体のすべての部分に適用することはできない。例えば

、嚢、子宮、又は胃の如き内部の身体空洞部への冷却液体の注入は目標器官を破

断させ、又は組織中に浸透性の平衡失調を生ぜしめることがある。

【００１２】

  既知技術の第７の問題点は、優待(complimentary)技術の同時的使用に困難を

含むことである。既知のシステムは、可視化、pHのモニタリング、及び圧力又は

薬投与のための補助的道具の最適かつ同時的の使用を提供しない。

【００１３】

  既知技術の第８の問題点は、組織融除が行われる身体区域内への身体流体及び

ガスの流入を塞ぐのが困難となることである。身体流体を放散させ、そして融除

されるべき組織に適用されるエネルギーを有害にも吸収することがあり得る。身

体流体の放散は病的組織の処置の目標を損なう。

【００１４】

  従って、身体構造特に、比較的侵入性の手術を要求せずかつ既知の技術に関し

て注目される他の欠点をこうむらない望ましくない特徴又は他の不調を含む内部
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身体構造を処置するための装置を提供することは有益である。この利点は、比較

的最小限度に侵入性のカテーテルが身体内に挿入され、身体構造の種々の異なっ

た処置が電極と冷却素子を用いて適用されて、望ましくない特徴又は不調が比較

的治癒される如き本発明の実施例によって達成される。

【００１５】

発明の要約

  本発明は、尿生殖器管の不調及び身体の他の部分の他の不調を処置するための

方法及びシステムを提供する。特別の処置は、融除、神経調整、３次元組織のシ

ェイピング(shaping)、薬放出、マッピング(mapping)、刺激、収縮（或るパター

ンの熱障害の作成による）、及びその幾何学的形状を変えること,特に限定され

た領域に嵩(bulk)を提供することによって構造上の歪み減少させること、のうち

の１つ又はそれ以上又は幾つかの組み合わせを含むことができる。

【００１６】

  特別の身体構造又は組織は、嚢、食道、膣、ペニス、喉頭、咽頭、大動脈弓、

腹部大動脈、胸部大動脈、大腸、小腸、洞、聴覚管、子宮、精管、気管、及びす

べての関連する括約筋を含む領域の１つ又はそれ以上、又は幾つかの組み合わせ

を含むことができる。

【００１７】

  本発明の１形態では、カテーテルが身体中に展開される。それは天然のオリフ

ィス、胃、又は外科的に造られた、カテーテルを挿入する目的で作られた開口を

通して身体中に入ることができる。挿入は案内ワイヤ又は一般的な支持構造又は

可視化装置を使用して容易にされることができる。

【００１８】

  本発明の第２の形態は、目標組織に変化を生ぜしめるためのエネルギー及び物

質の適用を含むことができる。適用できるエネルギーの型式は、無線周波数、レ

ーザー、マイクロ波、赤外線波動、超音波、又はそれらの幾つかの組み合わせを

含む。適用できる物質の型式は、鎮痛薬の如き調合薬、抗生物質、及び抗炎症薬

、生物学的に非反応性の粒子の如き嵩張らせ（増量）剤、冷却流体、寒冷ベース

の処置に使用する液体窒素の如き乾燥剤を含む。
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【００１９】

好適実施例の詳細な説明

  以下の説明では、本発明の好適実施例を好適なプロセスとデータ構造に関して

記載する。本発明の実施例は一般的目的のプロセス又は特別目的のプロセス、又

は、特別のプロセスおよび本文に記載されたデータ構造に適用される他の回路を

使用して、プログラム制御の下で実行することができる。本文に記載されたプロ

セスステップおよびデータ構造の実行には過度の実験又は追加の発明を必要とし

ないだろう。

【００２０】

システム素子

  図１は第１装置を用いた女性の尿の失禁の処理用のシステムのブロック図であ

る。

  システム１００はカテーテル１１０、処置素子１１４、制御組立体１３０、お

よび遮蔽素子１４０を含む。別の実施例では、遮蔽素子１４０は存在しない。

【００２１】

カテーテル

  カテーテル１１０は遠位のセグメント１１１と、近位のセグメント１１２を含

む。遠位のセグメント１１１と近位のセグメント１１２は１つの連続した部片を

形成する。２つ又はそれ以上のルーメン１１３（図示せず）はカテーテル１１０

の全内部長さを進み、制御組立体１４０に連結される。これらのルーメン１１３

を通してエネルギーが導かれ、流動可能の物質がにじみ出される。

【００２２】

  遠位のセグメント１１１は処置素子１１４と、先細のチップ(tip)１１５を含

む。好適実施例では、先細のチップ１１５は強固であり、尿道内に容易に挿入す

ることができる。他の好適実施例では、先細のチップ１１５は可撓性の度合いが

、身体中でそれが利用される場所に依存して、変化するものとすることができる

。別の実施例では、カテーテル１１０が導入されることができる。導入器さや(s

heath)１１６又は案内ワイヤ１１７（図示せず）を使用して、目標組織に導入す

ることができる。先細のチップ１１５の最も遠位の端は開口部１１８を含む。ル
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ーメン１１３を通して流れる物質はこの開口部１１８を通して組織へ適用される

ことができる。

【００２３】

  好適実施例では、遠位のセグメント１１１は女性の尿道と、嚢の如き身体の空

洞部内に挿入するために配列される。別の実施例では、空洞部は以下のものの１

つ又はそれ以上、又は以下のものの幾つかの組合せを含むことができる：

  気管支システム、心臓血管システム、性-尿器路(genito-urinary tract)、リ

ンパ管システム、肺動脈システム、脈管システム、運動システム、生殖システム

、又は身体中の他のシステムの何れかの部分。

  開放性(patent)の生物学的ルーメン又は狭窄(stricture)を起こすものの如き

、任意の生物学的導管又はチューブ。

  腺、又は筋肉又は（結腸、横隔膜、心臓、子宮、腎臓、肺、直腸、不随意又は

随意の括約筋の如き）他の機関の如き生物学的活動組織。

  脱出した身体組織、１組の病気になった細胞、１組のディスプラスチック(dis

plastic) 細胞、身体組織の表面、（鞏膜の如き）腫瘍、（脂肪、筋肉、又は皮

膚の如き）細胞の層の如き、任意の生物学的組織。

  嚢胞、腺、洞((sinus)、層状組織、又は身体中に移植されたまたは挿入された

医療装置の如き、任意の生物学的空洞部又はスペース又はその内容物。

【００２４】

処置素子

  処置素子１１４は１組の曲線電極１１９と、３組の灌注および吸引ポート１２

４を含む。

【００２５】

  電極の組中に含まれた電極１１９は先細のチップ１１５の周りに一様に間隔を

あけている。各電極１１９は中空のルーメン１２１を限定する金属チューブ１２

０を含み、それが先細のチップ１１５から離れるように湾曲するよう配列され、

そして、釣り針によく似たかかり付き端をもつ。この方向に弧状になっているた

め、意図しない組織の損傷を起こすことなく、該装置はオリフィス内に容易に挿

入されることができる。一旦、該装置が挿入されると、電極１１９のかかり付き
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端は嚢ネックと上部尿道の組織を爪状様式で掴み、そしてそれを一緒に束ねる。

エネルギーは束ねられた組織に電極を経て送出され、処置素子１１４を囲む区域

内に収縮を生ぜしめる。この３つの寸法形成は組織の構造的完全性を改良する。

【００２６】

  好適実施例では、４つの電極１１９がある。他の好適実施例では、４つより多

くのまたは少ない電極をもつことができる。各電極１１９は温度、導電率、圧力

、インピーダンス、および他の変数の如きファクターを測定可能の少なくとも１

つのセンサー１２２に接続される。好適実施例では、また、各電極は蛍光透視的

透視に使用するために放射線不透過性のマーカー１２３に接続される。

【００２７】

  好適実施例では、電極１１９はお互いに分離してまたは結合して作動させられ

ることができる。処理は選択可能の電極の作動によって嚢または他のオリフィス

の単一の区域または数個の異なった区域に向けられることができる。粘膜下の障

害、粘膜障害、融除された、嵩張らされた、膨らまされた、乾燥された、又は壊

死性の領域に異なったパターンが選択的に作動する異なった電極によって造られ

ることができる。異なった処置パターンの産出は組織を改造し、かつお互いに関

するそれらのすべての幾何学的形状全体を変えることを可能にする。

【００２８】

  各電極１１９は、単極性の又は２極性の何れかのモードで以下のもののうちの

１つ、又はそれ以上又は幾つかの組み合わせ、又は任意のものを放出することに

よって組織を処理するために配列されることができる：

    ・  約３００キロヘルツ乃至５００キロヘルツ 範囲内のRFの如き無線周波

数(RF)エネルギー；

    ・  酸、抗生物質、酵素、放射性トレーサ、又は他の対生物作用性の物質の

如き化学的処理；

    ・  赤外線レーザー又はダイオードレーザーの如き、赤外線エネルギー；

    ・  約９１５メガヘルツ又は２．４５ギガヘルツ範囲内の電磁エネルギーの

如き、マイクロウエーブエネルギー；

    ・  超音波を含む音響エネルギー；
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    ・  光力学的療法(PDT)

    ・  非赤外線レーザーエネルギー；

    ・  クライオセルミア(Cryothermia)

【００２９】

  エネルギーの放出によって組織を処理するのに加えて、電極の組１１９は処理

が行われる身体の区域に少なくとも１つの流動可能の物質を放出するよう配列さ

れる。好適実施例では、流動可能の物質はRFを適用する間に身体構造の冷却を助

ける水を含む。しかし、別の実施例では、放出可能の液体は塩類、麻酔薬、抗炎

症剤、化学療法剤、全身性の又は局所性の抗生物質、コラーゲン、ラベル付きト

レーサーの如き放射性物質を含む他の物質を含む。塩水は最大の効果を得るよう

に粘膜下に針電極を通して放射されることができる。

【００３０】

  ３つの灌注および吸引ポート１２４はカテーテル１１０の遠位端を囲む。各リ

ングはカテーテルの幅の周りに一様に分布されている多数の灌注および吸引ポー

ト１２４を含む。灌注および吸引ポート１２４の１つのリングは開口部１１８と

電極１１９の組の間にある。灌注および吸引ポート１２４の他の２つのリングは

電極１１９の近位端に置かれる。正圧の適用は組織の灌注をなし、組織の冷却を

可能にする。別法として、負圧の適用は組織が処置素子１１４の周りに一様に適

合させられ、それによってエネルギーと物質の最も最適の治療値を達成するよう

になす。

【００３１】

制御組立体１３０

  制御組立体１３０は可視化ポート１３１、装置(apparatus)ポート１３２、電

気エネルギーポート１３３、電極選択および制御スイッチ１３４、１つまたはそ

れ以上の灌注および吸引制御ポート１３５、治療エネルギーポート１３６、およ

びハンドル１３７を含む。

【００３２】

  可視化ポート１３１は光ファイバー装置、透視装置、肛門鏡、腹腔鏡、内視鏡

または他の型式のカテーテルの如き可視化装置に連結されることができる。
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【００３３】

  装置ポート１３２は、PHメーター、圧力モニター、薬投与装置、または患者を

モニターまたは処置するのに使用される他の装置の如き、処置中に有用になり得

る他の医療装置に連結することができる。

【００３４】

  好適実施例では、可視化ポート１３１と装置ポート１３２の両方に連結された

装置は例えば手術室内の器械または挿入されたカテーテル１１０を操作するため

の外部装置によって、身体外の場所から制御される。

【００３５】

  別の実施例では、装置ポート１３２は医療処置中に身体内に移植されまたは挿

入される装置に連結されることができる。例えば、装置ポート１３２はプログラ

ムされた腺のある代用品（人工膵臓の如き）、または手術または他の医療処置中

に使用するための他の装置に連結されることができる。

【００３６】

  電気エネルギーポート１３３は電気アダプタの如き導電性素子を含む。このア

ダプタは壁ソケット、バッテリー、または発電機の如き交流または直流電流の供

給源に連結されることができる。

【００３７】

  電極選択および制御スイッチ１３４は、個々の電極１１９を選択しかつ作動さ

せるよう配列される素子を含む。

【００３８】

  灌注および吸引制御ポート１３５は、開口部１１８を通して流体を放出するか

、または灌注および吸引ポート１３４の組を通して吸引力を適用するためのポン

プまたは他の装置に連結されることができる。

【００３９】

  治療エネルギーポート１３６は治療エネルギーの以下の型式の何れかの供給源

に連結するためのレセプターポートを含む：

    ・  約３００キロヘルツ乃至５００キロヘルツ 範囲内のRFの如き無線周波

数(RF)エネルギー；
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    ・  酸、抗生物質、酵素、放射性トレーサ、又は他の対生物作用性の物質の

如き化学的処理；

    ・  赤外線レーザー又はダイオードレーザーの如き、赤外線エネルギー；

    ・  約９１５メガヘルツ又は２．４５ギガヘルツ範囲内の電磁エネルギーの

如き、マイクロウエーブエネルギー；

    ・  超音波を含む音響エネルギー；

    ・  光力学的療法(PDT)

    ・  非赤外線レーザーエネルギー；

    ・  クライオセルミア(Cryothermia)

【００４０】

  ハンドル１３７は医療職員または獣医職員によって操作するために配列される

。可視化ポート１３１、装置ポート１３２、電気エネルギーポート１３３、電極

選択および制御スイッチ１３４、および１つまたはそれ以上の灌注および吸引制

御ポート１３５、および 治療エネルギーポート１３６はすべてハンドル１３７

に取り付けられて、手術を容易にさせる。

【００４１】

遮蔽素子

  遮蔽素子１４０は処置素子１１４の近位側にあり、処置区域を隔離するために

配列される。それはまた、カテーテル１１０を身体内に位置決めするのを助ける

ことができる。例えば、カテーテル１１０が尿道内に挿入される好適実施例では

、遮蔽素子１４０はカテーテル１１０がそれ以上尿管内に挿入されるのを防止し

、かつ処置に使用される物質が逃出するのを防止することができる。別の実施例

では、遮蔽素子１４０は自由選択とすることができる。

【００４２】

  図２は第１装置を使用して女性の尿失禁を処置する方法のプロセス流れ図であ

る。

【００４３】

  方法２００はカテーテル１００と制御組立体１４０を含むシステム１００によ

って行われる。方法２００は逐次記載されるが、方法２００のステップは、非同
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期式であろうとなかろうと、パイプライン敷設方式で、または他の手法で、合同

してまたは並列して、分離した素子によって行われることができる。方法２００

が同じ順序で行われるという特別の要件はない。この記載は、指示した場所を除

いて、ステップを列挙している。

【００４４】

  フローポイント２００で、電気エネルギーポート１３３は電気エネルギーの供

給源に連結される。患者は排泄させられ、水平、ジャックナイフ(jackknife)ま

たは切石術(lithotomy)の如き、適当な位置で、処置テーブル上に位置決めされ

る。痛みを起こす可能性に起因して、尿道を取り囲む区域はカテーテル１１０を

挿入する前に、局所麻酔で予め処置されることができる。環境によって、筋肉弛

緩薬または、短期間トランキライザーを指示することができる。患者の位置と、

使用すべき調合薬の選択は医療職員による判断に応じる。

【００４５】

  ステップ２０１で、患者の外部生殖器と周囲の解剖学的構造がベタジン(Betad

ine)、または塩化ベンザコニウムの如き適当な薬剤で浄化される。

  ステップ２０２で、可視化ポート１３１は適当な可視化装置に連結される。透

視鏡、内視鏡、ディスプレイスクリーン、または他の可視化装置の如き、適当な

可視化装置に連結される。可視化装置の選択は医療職員の判断に応じる。

【００４６】

  ステップ２０３で、装置ポート１３２がPHメーター、圧力ゲージ、または他の

かかる機器の如き外部医療装置に連結される。装置の選択は医療職員による判断

に応答する。

  ステップ２０４で、治療エネルギーポート１３６は治療エネルギーの上述の型

式の何れかの供給源に連結される。

【００４７】

  ステップ２０５で、先細のチップ１１５はよく潤滑されて、上下の方向に、フ

ォレイ(Foley)カテーテル１１０が導入されるのと非常に似た手法で、尿道内に

導入される。

  ステップ２０６で、カテーテル１１０は処置素子１１４が三角(trigon)領域に
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到達するまで、尿道に通される。導入器さや１１６または案内ワイヤ１１７もま

た、挿入を容易にするために使用することができる。

【００４８】

  ステップ２０７で、カテーテル１１０の位置は可視化ポート１３１に連結され

た可視化装置を用いてチェックされる。処置素子１１４は、必要ならば、調節さ

れ、電極１１９が組織上に掴まれ、それと一緒に束ねられる。この装置は処置全

体を通じて医療専門家によって連続的にモニターされることができる。

【００４９】

  ステップ２０８では、灌注および吸引制御ポート１３５は、開口部１１８から

嚢の下部領域に入る無菌水、塩水、またはグリセリンの如き、冷却液体をにじみ

出すように操作される。この冷却流体は目標とした組織の相対的温度を下げそし

て、付帯的な熱的損傷を防止する。別の実施例では、冷却流体を冷やすためにま

たは音響冷却、ガス膨張、磁気冷却、または他の冷却方法を生ぜしめるために、

他の装置が装置ポート１３２に連結されることができる。冷却流体または方法の

選択は医療職員による判断に応じる。

【００５０】

  ステップ２０9では、電極１１９は電極選択および制御スイッチ１３４を用い

て、選択される。好適実施例では、すべての電極は同時に展開される。もう１つ

の好適実施例では、電極は個々に選択されることができる。このステップはステ

ップ２１７に先立つ任意の時期に繰り返されることができる。

【００５１】

  ステップ２１０では、吸引装置は灌注および吸引制御ポート１３５に連結され

ていて、吸引力が灌注および吸引ポート１２４を通してもたらされる。処置素子

１１４を取り囲む組織はそれを処置組織１１４に適合させるように、吸引される

ことができる。また、吸引はステップ２０９で供給された過剰の冷却流体を除去

する。

【００５２】

  ステップ２１１では、治療エネルギーポート１３６は電極１１９からエネルギ

ーを放出させるよう操作される。エネルギーの持続時間と周波数は医療職員によ
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る判断に応じる。エネルギーのこの放出は三角区域の粘膜と粘膜下の組織に或る

パターンの障害を生じる。影響を受けた区域は収縮し、そして尿をより良く保持

するように比較的強化される。別法として、異なった処置方法は、尿の緊急感覚

に応じて、部分的にまたは完全に神経を融除することによって行われることがで

きる。

【００５３】

  ステップ２１２では、カテーテル１１０は処置素子１１４が嚢ネックにより接

近するように再位置決めされる。カテーテル１１０の再位置決めに先立って、電

極１１９は引っ込められるかまたは導入器さや１１６によって覆われて、カテー

テルが動かされている間に組織に意図しない損傷を与えることを防止するように

なされる。

【００５４】

  ステップ２１３では、エネルギーポート１３７は電極１１９からのエネルギー

の放出を生じるように操作される。エネルギーの持続期間と周波数は医療職員に

よる判断に応じる。このエネルギーの放出は三角区域の粘膜と粘膜下の組織にも

う１つのパターンの障害を造る。影響を受けた組織は収縮し、そして尿をより良

く保持するように比較的強化される。ステップ２１１と２１５における如く、種

々の区域で選択的パターンの障害を造ることによって、三角区域の三次元モデリ

ングが影響を受けることができる。別法として、異なった処置方法が、尿の緊急

感覚に応じて、部分的にまたは完全に神経を融除することによって行われること

ができる。

【００５５】

  ステップ２１４では、カテーテル１１０は最終時間のために再位置決めされて

、処置素子１１４が嚢ネックに直接隣接するようにされる。カテーテル１１０の

再位置決めに先立って、電極１１９は引っ込められるかまたは導入器さや１１６

によって覆われて、カテーテルが動かされている間に組織に意図しない損傷を与

えることを防止するようになされる。

【００５６】

  ステップ２１５では、エネルギーポート１３７は電極１１９からのエネルギー
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の放出を生じるように操作される。エネルギーの持続期間と周波数は医療職員に

よる判断に応じる。このエネルギーの放出は嚢ネックの周りの粘膜下および粘膜

組織にもう１つのパターンの障害を造る。影響を受けた組織は収縮し、そして尿

をより良く保持するように比較的強化される。ステップ２１１と２１３で造られ

た障害と一緒に、三角区域は、嚢が収縮しそしてそれ自身再懸垂させられるよう

完全に改造されている。嚢ネック上の相対的圧力は軽減される。エネルギーの印

加によって造られた傷跡組織はより強くかつ括約筋上の腹圧によりよく抵抗する

ことができる。

【００５７】

 ステップ２１６では、灌注および吸引制御ポート１３５は、開口部１１８から

くる冷却流体の流れを止めるよう操作される。

  ステップ２１７では、調合薬剤は、灌注および吸引制御ポート１３５を操作す

ることによって局部的に投与されることができる。これらの薬剤は、医療職員に

よる判断によって適当と考えられる潤滑剤、麻酔薬、抗麻痺薬、抗炎症薬、抗生

物質、または他の薬剤を含むのを助けることができる。このステップはカテーテ

ル１１０の引っ込みに先立って、前処理組織または後処理組織の何れかに対して

、 任意の時に行うことができる。

  ステップ２１８では、カテーテル１１０は尿道から引き出される。

【００５８】

  図３は第２装置を用いて女性の尿の失禁を処置するためのシステムのブロック

図である。

  システム３００はカテーテル３１０、微孔のある処置バルーン３２０、制御組

立体３３０、及び遮蔽素子３４０（図示せず）を含む。別の実施例では、遮蔽素

子３４０はない。

【００５９】

カテーテル３１０

  カテーテル３１０は２つ又はそれ以上のルーメン３１１と移転部材３１２を含

む。２つ又はそれ以上のルーメン３１１と移転部材３１２はカテーテル３１０の

全内部長さを横切っていく。カテーテル３１０とルーメン３１１は遠位端で処置
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バルーン３２０に連結される。それらは近位端で制御組立体３３０に連結される

。移転部材３１２は処置バルーン３２０の遠位端に連結される。それは近位端で

制御組立体３３０に連結される。

【００６０】

  好適実施例では、カテーテル３１０と処置バルーン３２０は導入器さや３１３

又は案内チューブ３１４を用いて女性の尿道と嚢の如き身体の空洞部内に導入さ

れる。別の実施例では、空洞部は以下のものの１つ又はそれ以上、又は幾つかを

含むことができる：

・  気管支システム、心臓血管システム、尿生殖路、リンパ管システム、肺動脈

システム、脈管システム、運動システム、生殖システム、又は身体中の他のシス

テム；

・  開存性である生物学的ルーメン又は狭窄をこうむるものの如き、生物学的導

管又はチューブ。

・  腺、又は筋又は（結腸、横隔膜、心臓、腎臓、直腸、不随意の又は随意の括

約筋の如き）他の器官の如き、生物学的手術構造；

・  脱出した身体構造、病気にかかった細胞の組、ディスプラスチック(displas

tic)細胞の組、（鞏膜の如き）身体構造の表面、腫瘍、又は（脂肪、筋、又は皮

膚の如き）細胞の層の如き生物学的構造。

・  嚢胞、腺、洞、層状構造、又は身体中に移植された又は挿入された医療装置

の如き、空洞部又はスペース又はその内容物。

【００６１】

微孔のある処置バルーン３２０

  微孔のある処置バルーン３２０は、ケブラー(Kevlar)、ポリウレタン、ポリ塩

化ビニル(PVC)、ポリアミド、PET、ナイロン、または他の材料の如き、比較的可

撓性のかつ熱抵抗性の材料から成る。バルーンの形状は膨張度と、移転部材３１

２上に置いた張力量を変えることによって操作される。膨張度と、移転部材３１

２上の張力量を変えることによって、処置バルーンの表面は圧迫筋と嚢の頂部を

含む筋の内部表面全体と接触させられることができる。こうして、全器官を同時

に処置することが可能になる。
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【００６２】

  処置バルーン３２０はまた、可撓性のバスケット状構造３２１と１組の表面電

極３２２を含む。バスケット状構造３２１はバルーン３２０を完全に取り囲む水

平と垂直の部材をもつ。表面電極３２２の組はバスケット状構造３２１のすべて

の部材上に一様に分配される。各電極３２２は、温度、圧力、インピーダンス、

流量、神経活性、pH、導電率、組織または処置の他の特性を測定するためのセン

サー３２３を含む。また、各表面電極３２２は蛍光透視法の可視化に使用するた

めの放射線不透過性のマーカー３２４に連結される。

【００６３】

  別の実施例では、表面電極３２２とセンサー３２３は微孔のある処置バルーン

３２０の外部表面内に直接埋め込まれている。この好適実施例では、バスケット

状構造３２１は選択自由である。

  両方の好適な、別の実施例では、電極３２２は分離して、またはお互いに組み

合わせて作動されることができる。処置は単一の区域、数個の異なった区域、ま

たは嚢の全内部または他のオリフィスに選択電極の作動によって向けられること

ができる。粘膜下障害、粘膜障害、融除された、かさばった、または膨らまされ

た、乾燥させられた、または壊死性の領域の異なったパターンが異なった電極を

選択的に作動されられることによって造られることができる。異なったパターン

の処置の産出は組織を改造し、それら全体の幾何学的形状をお互いに関して変更

することを可能にする。

【００６４】

  各電極３２２は単極性または２極性モードの何れかで、以下のものの１つまた

はそれ以上、または幾つかの組合せ、または何れかを放出することによって組織

を処置するために配列されることができる：

    ・  約３００キロヘルツ乃至５００キロヘルツ 範囲内のRFの如き無線周波

数(RF)エネルギー；

    ・  酸、抗生物質、酵素、放射性トレーサ、又は他の対生物作用性の物質の

如き化学的処理；

    ・  赤外線レーザー又はダイオードレーザーの如き、赤外線エネルギー；
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    ・  約９１５メガヘルツ又は２．４５ギガヘルツ範囲内の電磁エネルギーの

如き、マイクロウエーブエネルギー；

    ・  超音波を含む音響エネルギー；

    ・  光力学的療法(PDT)

    ・  非赤外線レーザーエネルギー；

    ・  クライオセルミア(Cryothermia)

【００６５】

  エネルギーの放出によって組織を処置するのに加えて、電極３２２の組と、バ

ルーン３２０中の微孔は少なくとも１つの流動性の物質を処置が行われる身体区

域に放出するよう配列される。好適実施例では、流動性の物質は無菌水を含み、

この水は身体構造の冷却と水和作用を助ける。他の好適実施例では、流動性物質

は約10％NaClより少ない濃度の塩水を含む。これは局部的に組織導電率を高め、

その結果組織の表面またはその下にバルーンの選択区域または熱障害を作成する

。しかし、別に実施例では、放出可能の、流動性の液体は、麻酔剤、抗炎症剤、

化学療法剤、組織系統または局所的の抗生物質、コラーゲン、およびラベル付き

トレーサーの如き放射性物質を含む他の物質を含む。他の別の実施例では、電極

上のセンサーは、嚢、嚢ネック、または尿道中の電気的活性の焦点また通路の地

図作り(mapping)をするために使用される。この情報はエネルギーの放出を案内

するために使用される。

【００６６】

  他の別の実施例では、バルーン３２０は微孔がない。この別の実施例では、電

極３２２または他のエネルギー放出装置がバルーンの表面上にまたはその表面の

近くに取り付けられることができる。

【００６７】

制御組立体３３０

 制御組立体３３０は可視化ポート３３１を含む。装置ポート３３２、電気エネ

ルギーポート３３３、電極選択および制御スイッチ３３４、１つまたはそれ以上

の灌注および吸引制御ポート３３５、治療エネルギーポート３３６、およびハン

ドル３３７を含む。
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【００６８】

  可視化ポート３３１は光ファイバー装置、蛍光透視装置、肛門鏡、腹腔鏡、内

視鏡、または他の型式のカテーテルの如き、可視化装置に連結されることができ

る。

  装置ポート３３２はPhメータ、圧力モニター、薬投与装置、または患者をモニ

ターまたは処置するために使用される他の装置の如き処置中に有用となることが

できる他の医療装置に連結されることができる。

【００６９】

  好適実施例では、可視化ポート３３１と装置ポート３３２の両方に連結された

装置は例えば手術室または挿入されたカテーテル３１０用の外部装置中の機器に

よって、身体外の場所から制御される。

  別の実施例では、装置ポート３３２は医療処置中身体に移植されたまたは挿入

された装置に連結されることができる。例えば、装置ポート３３２は、プログラ

ムされたAICD（人工の移植された心臓細動除去器）、プログラムされた腺のある

代用品（人工膵臓の如き）、または外科手術または他の医療処置中に使用するた

めの他の装置に連結されることができる。

【００７０】

  電気エネルギーポート３３３は、壁ソケット、バッテリー、または発電機の如

き交流または直流電流の供給源に連結されることができる電気アダプタの如き導

電性素子を含む。

  電極選択および制御スイッチ３３４は個々の電極３２２を選択しかつ制御する

ために配列される素子を含む。

  灌注および吸引制御ポート３３５はバルーンを膨張収縮させ、そして処置バル

ーン３２０の微孔を通して流体を放出するためのポンプまたは他の装置に連結さ

れることができる。

【００７１】

    治療エネルギーポート３３６は以下の型式の治療エネルギーの何れかの供給

源に連結するためのレセプターポートを含む：

    ・  約３００キロヘルツ乃至５００キロヘルツ 範囲内のRFの如き無線周波
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数(RF)エネルギー；

    ・  酸、抗生物質、酵素、放射性トレーサ、又は他の対生物作用性の物質の

如き化学的処理；

    ・  赤外線レーザー又はダイオードレーザーの如き、赤外線エネルギー；

    ・  約９１５メガヘルツ又は２．４５ギガヘルツ範囲内の電磁エネルギーの

如き、マイクロウエーブエネルギー；

    ・  超音波を含む音響エネルギー；

    ・  光力学的療法(PDT)

    ・  非赤外線レーザーエネルギー；

    ・  クライオセルミア(Cryothermia)

【００７２】

  ハンドル３３７は医療または獣医職員によって操作さるよう配置され、そして

手で保持されるよう形作られることができる。可視化ポート３３１、装置ポート

３３２、電気エネルギーポート３３３、電極選択および制御スイッチ３３４、お

よび１つまたはそれ以上の灌注および吸引制御ポート３３５、および治療エネル

ギーポート３３６はすべてハンドル３３７に取り付けられて、手術を容易にする

ようになす。

【００７３】

遮蔽素子３４０

  遮蔽素子３４０は微孔のある処置バルーン３２０の近位側にあり、そして処置

区域を隔離するために配列される。それはまた、身体中にカテーテル３１０を位

置決めするのを助けることができる。例えば、カテーテル３１０が尿道内に挿入

される好適実施例では、遮蔽素子３４０はカテーテル３１０が尿道管路または嚢

内にそれ以上挿入されないよう防止し、処置中に使用される物質が逃出しないよ

う防止する。別の実施例では、遮蔽素子３４０は選択自由である。

【００７４】

  図４は第２装置を使用して女性の尿道失禁を処置する方法のプロセス流れ図で

ある。

  方法４００はカテーテル３１０、処置バルーン３２０、および制御組立体３３
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０を含むシステム３００によって行われる。方法４００は逐次的に記載されるが

、方法４００のステップは、パイプラインを敷設された手法で、または他の手法

で、非同期的であろうとなかろうと、合同してまたは並列的に、分離した素子に

よって行われることができる。方法４００が同じ順序で行われるという特別の要

件はない。この記載は、指示した場所を除いて、ステップを列挙している。

【００７５】

  フローポイント４００で、電気エネルギーポート３３３は電気エネルギーの供

給源に連結される。患者は排泄させられ、水平、ジャックナイフ(jackknife)ま

たは切石術(lithotomy)の如き、適当な位置で、処置テーブル上に位置決めされ

る。痛みを起こす可能性に起因して、尿道を取り囲む区域はカテーテル３１０を

挿入する前に、局所麻酔で予め処置されることができる。環境によって、筋肉弛

緩薬または、短期間トランキライザーを指示することができる。患者の位置と、

使用すべき調合薬の選択は医療職員による判断に応じる。

【００７６】

  ステップ４０１で、患者の外部生殖器と周囲の解剖学的構造がベタジン(Betad

ine)、または塩化ベンザコニウムの如き適当な薬剤で浄化される。

  ステップ４０２で、可視化ポート３３１は適当な可視化装置に連結される。透

視鏡、内視鏡、ディスプレイスクリーン、または他の可視化装置の如き、適当な

可視化装置に連結される。可視化装置の選択は医療職員の判断に応じる。

【００７７】

  ステップ４０３で、装置ポート３３２がPHメーター、圧力ゲージ、または他の

医療機器の如き外部医療装置に連結される。装置の選択は医療職員による判断に

応じる。

  ステップ４０４で、治療エネルギーポート３３６は治療エネルギーの上述の型

式の何れかの供給源に連結される。

  ステップ４０５では、吸引、膨張、または流体注入装置は灌注および吸引制御

ポート３３５に連結され、処置バルーンは後で膨張、収縮させられることができ

、物質が投与されることができるようになされる。

【００７８】
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  ステップ４０６で、処置バルーン３２０の最も遠位端は潤滑され、上下の方向

に、フォレイ(Foley)カテーテルが導入されるのと非常に似た手法で、尿管道内

に導入される。潤滑剤の選択は医療職員による判断に応じる。好適実施例では、

バルーン３２０は挿入中完全に収縮させられる。

  ステップ４０７では、カテーテル３１０は、微孔のあるバルーン３２０が完全

に嚢ネックを通されて完全に嚢内に入るまで、尿道を通される。導入器さや３１

３または案内チューブ３１４はまた、挿入を容易にするために使用することがで

きる。

【００７９】

  ステップ４０８で、カテーテル３１０の位置は可視化ポート３３１に連結され

た可視化装置を用いてチェックされる。この装置は処置全体を通じて医療職員に

よって連続的にモニターされる。

  ステップ４０９で、灌注および吸引制御ポート３３５が微孔のある処置バルー

ン３２０を膨張させるよう操作される。好適実施例では、処置バルーン３２０は

無菌水、塩水、またはグリセリンの如き冷却液体で膨張させられる。この冷却流

体は物理的に接触している目標組織の相対的温度を下げ、付帯的な熱損傷を防止

する。別の実施例では、冷却流体を冷すかまたは音響冷却、ガス膨張、磁気冷却

、または他の冷却方法を生ぜしめるために、他の装置が装置ポート１３２に連結

されることができる。冷却流体または方法の選択は医療職員による判断に応じる

。

【００８０】

  ステップ４１０では、電極３２２は電極選択および制御スイッチ３３４を用い

て選択される。

  ステップ４１１では、移転部材３１２はバルーンの遠位端を嚢の頂部と最適の

物理的接触をさせるようにバルーンの最も遠位端の形状を変えるよう操作される

。

  ステップ４１２では、嚢内の個々の神経がセンサー３２３を用いて確認される

。このステップは選択自由である。

【００８１】
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  ステップ４１３では、治療エネルギーポート３３６は電極３２２からエネルギ

ーを放出させるように操作される。エネルギーの持続期間と周波数は医療職員の

判断に応じる。このエネルギー放出は嚢またはその部分の粘膜または粘膜下の組

織に或るパターンの障害を造る。影響を受けた区域は収縮し、尿の保持を良くす

るように比較的強化される。

【００８２】

  ステップ４１４では、治療エネルギーポート３３６はステップ４１２で確認さ

れた神経に向けられる電極３２２からエネルギーを放出させるように操作される

。操作とこれらの神経の調整は直接または間接的に、制御されない排尿の衝動に

関して失禁に影響を及ぼす。このステップは選択自由である。

【００８３】

  ステップ４１５では、有機のミクロスフェア、コラーゲン、シリコン、PVC、

および他の有機の呼吸可能の、および呼吸不能のポリマーの如き増量(bulking)

剤が、嚢の基部近くに置かれた選択された電極３２２からじみ出される。ミクロ

スフェアと増量物質の型式およびそれがじみ出される場所は医療職員による判断

に応じる。これらの増量剤はストレスによって起こされる失禁を防止するようこ

れらの構造を強化するのに使用されることができる。

【００８４】

   ステップ４１６では、調合薬剤は、灌注および吸引制御ポート３３５を操作

することによって局部的に投与されることができる。これらの薬剤は、医療職員

による判断によって適当と考えられる潤滑剤、麻酔薬、抗麻痺薬、抗炎症薬、抗

生物質、または他の薬剤を含むのを助けることができる。このステップはカテー

テル３１０の引っ込みに先立って、前処理組織または後処理組織の何れかに対し

て、任意の時に行うことができる。

【００８５】

  ステップ４１７では、灌注および吸引制御ポート３３５は微孔のあるバルーン

３２０内に入る冷却液体の流れを逆転してそれを収縮させるように操作される。

  ステップ４１８では、カテーテル３１０が尿道から引っ込められる。

【００８６】
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  図５は第３の装置を用いて女性の尿の失禁を処置するためのシステムのブロッ

ク図である。

  システム５００はカテーテル５１０、処置素子５２０、制御組立体５３０、及

び遮蔽素子５４０を含む。別の実施例では、遮蔽素子５４０はない。

【００８７】

カテーテル５１０

  カテーテル５１０は２つ又はそれ以上のルーメン５１１、移転部材５１２、及

び先細のチップ５１３を含む。ルーメン５１１と移転部材５１2はカテーテル510

の全内部長さを進む。ルーメン５１１の近位端は制御組立体５３０に連結される

；ルーメン５１１の遠位端は移転素子５２０に連結される。エネルギーが導かれ

そして流動性の物質がにじみ出されるのはこれらのルーメン５１１を通してであ

る。移転部材５１２の近位端は制御組立体５３０に連結される；移転部材５１２

の遠位端は先細のチップ５１３に連結される。

【００８８】

  好適実施例では、先細のチップ５１３は尿道内への挿入を容易にするために強

固である。他の好適実施例では、先細のチップ５１３はそれが展開される身体中

の場所に依存して可撓性の度合いが変化するものとすることができる。別の実施

例では、カテーテル５１０は導入器さや５１４又は案内ワイヤ５１５を用いて目

標組織内に導入されることができる。

【００８９】

  好適実施例では、先細のチップ５１３は女性の尿道及び嚢の如き身体の空洞部

内に挿入するために配列される。別の実施例では、空洞部は以下のものの１つ又

はそれ以上の、又は幾つかの組み合わせを含むことができる：

  気管支システム、心臓血管システム、尿生殖器管、リンパ管システム、肺動脈

システム、脈管システム、運動システム、生殖システム、又は身体中の他のシス

テムの何れかの部分。

  開放性の生物学的ルーメン又は狭窄(stricture)を起こすものの如き、任意の

生物学的導管又はチューブ。

  腺、又は筋肉又は（結腸、横隔膜、心臓、子宮、腎臓、肺、直腸、不随意又は
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随意の括約筋の如き）他の機関の如き生物学的活動組織。

  脱出した身体組織、１組の病気になった細胞、１組のディスプラスチック(dis

plastic)細胞、（鞏膜の如き）身体組織の表面、腫瘍、（脂肪、筋肉、又は皮膚

の如き）細胞の層の如き、任意の生物学的組織。

  嚢胞、腺、洞、層状組織、又は身体中に移植されたまたは挿入された医療装置

の如き、任意の生物学的空洞部又はスペース又はその内容物。

【００９０】

処置素子５２０

  処置素子５２０は１組の傘状の支柱５２１、１組の電極５２２、１組の灌注お

よび吸引ポート５２５、および１組のセンサー５２６を含む。

  傘状の支柱の組５２１は数センチメートルの長さである。支柱５２１の一端は

装置の何れの部分にも取り付けられていない。支柱５２１の他端は先細のチップ

５１３で移転部材５１２の遠位端に連結されていて、張力が移転部材５１２の近

位端に適用されたとき傘状の支柱５２１が傘と同様に開くようになされている。

【００９１】

  １組の電極５２２は各支柱５２１の外面に一様に分配されている。支柱５２１

の各自由－浮動端は少なくとも１つの電極５２２を含む。各電極５２２は中空の

ルーメン５２４を限定する金属チューブ５２３を含む。好適実施例では、電極５

２２の組は針電極であり、他の好適実施例は表面電極、または針電極と表面電極

の組み合わせを含む。

【００９２】

  各電極５２２は温度、導電率、圧力、インピーダンス、および他の変数のよう

なファクターを測定可能の少なくとも１つのセンサー５２６を含む。好適実施例

では、各電極５２２はまた、蛍光透視法の可視化に使用するために放射線不透過

性のマーカー５２７に連結される。

【００９３】

  好適実施例では、電極５２２は分離して、またはお互いに組み合わさって作動

させられることができる。処置は、選択された電極の作動によって嚢または他の

オリフィスの単一の区域または幾つかの異なった区域に向けられることができる
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。粘膜下障害、粘膜障害、除去された、嵩張らされた、膨らまされた、乾燥させ

られた、または壊死性の領域の異なったパターンが異なった電極を作動させるこ

とによって、選択的に造られることができる。異なったパターンの処置の産出は

組織を改造しそしてお互いに関するそれら全体の幾何学的形状を変えることを可

能にする。

【００９４】

  各電極１１９は、単極性の又は２極性の何れかのモードで以下のもののうちの

１つ、又はそれ以上又は幾つかの組み合わせ、又は任意のものを放出することに

よって組織を処理するために配列されることができる：

    ・  約３００キロヘルツ乃至５００キロヘルツ 範囲内のRFの如き無線周波

数(RF)エネルギー；

    ・  酸、抗生物質、酵素、放射性トレーサ、又は他の対生物作用性の物質の

如き化学的処理；

    ・  赤外線レーザー又はダイオードレーザーの如き、赤外線エネルギー；

    ・  約９１５メガヘルツ又は２．４５ギガヘルツ範囲内の電磁エネルギーの

如き、マイクロウエーブエネルギー；

    ・  超音波を含む音響エネルギー；

    ・  光力学的療法(PDT)

    ・  非赤外線レーザーエネルギー；

    ・  クライオセルミア(Cryothermia)

【００９５】

  エネルギーの放出によって組織を処理するのに加えて、電極の組１１９は処理

が行われる身体の区域に少なくとも１つの流動可能の物質を放出するよう配列さ

れる。好適実施例では、流動可能の物質は身体構造の冷却と水和を助ける無菌水

を含む。もう１つの実施例では、流動可能の物質は約１０％NaClより小さい濃度

の塩水を含む。塩水は局所の導電率を増して、より大きい障害を造るようにRFエ

ネルギーの浸透を増すために使用される。塩水は最大の効果を得るよう粘膜下で

針電極を通して放出することができる。

  しかし、別の実施例では、放出可能の流動可能の液体は、麻酔薬、抗炎症剤、
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化学療法剤、組織系統または場所的な抗生物質、コラーゲン、およびラベル付き

トレーサーの如き放射性物質を含む他の物質を含む。

【００９６】

  １組の灌注および吸引ポート５２５はまた、各支柱５２１の外面に一様に分配

されている。支柱５２１の各自由ー浮動端はまた、少なくとも１つの灌注および

吸引ポート５２５を含む。吸引力は目標組織を電極５２２に物理的に近い所に持

っていくように、これらのポートを通して適用することができる。灌注および吸

引ポート５２５はまた、熱損傷を最少限にする手法で、冷却流体を投与するため

に使用されることができる。薬、増量剤、および他の流動可能の物質を灌注およ

び吸引ポート５２５を通して浸出させられることができる。

【００９７】

制御組立体５３０

  制御組立体５３０は可視化ポート５３１、装置ポート５３２、電気エネルギー

ポート５３３、電極選択および制御スイッチ５３４、１つまたはそれ以上の灌注

および吸引制御ポート５３５、調合薬剤５３６、およびハンドル５３７を含む。

  可視化ポート５３１は光ファイバー装置、透視装置、肛門鏡、腹腔鏡、内視鏡

または他の型式のカテーテルの如き可視化装置に連結されることができる。

  装置ポート５３２は、PHメーター、圧力モニター、薬投与装置、または患者を

モニターまたは処置するのに使用される他の装置の如き、処置中に有用になり得

る他の医療装置に連結することができる。

【００９８】

  好適実施例では、可視化ポート５３１と装置ポート５３２の両方に連結された

装置は例えば手術室内の器械または挿入されたカテーテル５１０を操作するため

の外部装置によって、身体外の場所から制御される。

  別の実施例では、装置ポート５３２は医療処置中に身体内に移植されまたは挿

入される装置に連結されることができる。例えば、装置ポート５３２はプログラ

ムされた腺のある代用品（人工膵臓の如き）、または手術または他の医療処置中

に使用するための他の装置に連結されることができる。

【００９９】
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  電気エネルギーポート５３３は電気アダプタの如き導電性素子を含む。このア

ダプタは壁ソケット、バッテリー、または発電機の如き交流または直流電流の供

給源に連結されることができる。

  電極選択および制御スイッチ５３４は、個々の電極５２２を選択しかつ作動さ

せるよう配列される素子を含む。

  灌注および吸引制御ポート５３５は、灌注および吸引ポート５２５または他の

装置を通して流体を放出するか、または灌注および吸引ポート５２５の組を通し

て吸引力を適用するためにポンプまたは他の装置に連結されることができる。

【０１００】

  治療エネルギーポート５３６は治療エネルギーの以下の型式の何れかの供給源

に連結するためのレセプターポートを含む：

    ・  約３００キロヘルツ乃至５００キロヘルツ 範囲内のRFの如き無線周波

数(RF)エネルギー；

    ・  酸、抗生物質、酵素、放射性トレーサ、又は他の対生物作用性の物質の

如き化学的処理；

    ・  赤外線レーザー又はダイオードレーザーの如き、赤外線エネルギー；

    ・  約９１５メガヘルツ又は２．４５ギガヘルツ範囲内の電磁エネルギーの

如き、マイクロウエーブエネルギー；

    ・  超音波を含む音響エネルギー；

    ・  光力学的療法(PDT)

    ・  非赤外線レーザーエネルギー；

    ・ クライオセルミア( Cryothermia)

【０１０１】

  ハンドル５３７は医療職員または獣医職員によって操作するために配列される

。可視化ポート５３１、装置ポート５３２、電気エネルギーポート５３３、電極

選択および制御スイッチ５３４、および１つまたはそれ以上の灌注および吸引制

御ポート５３５、および 治療エネルギーポート５３６はすべてハンドル５３７

に取り付けられて、手術を容易にさせる。

【０１０２】
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遮蔽素子５４０

  遮蔽素子５４０は処置素子５２０の近位側にあり、処置区域を隔離するために

配列される。それはまた、カテーテル５１０を身体内に位置決めするのを助ける

ことができる。例えば、カテーテル５１０が尿道内に挿入される好適実施例では

、遮蔽素子５４０はカテーテル５１０がそれ以上尿管内に挿入されるのを防止し

、かつ処置に使用される物質が逃出するのを防止することができる。別の実施例

では、遮蔽素子５４０は選択自由とすることができる。

【０１０３】

  図６は女性の尿失禁を処置するための、第３装置を用いた方法のプロセス流れ

図である。方法６００は逐次的に記載されるが、方法６００のステップは、パイ

プラインを敷設された手法で、または他の手法で、非同期的であろうとなかろう

と、合同してまたは並列的に、分離した素子によって行われることができる。方

法６００が同じ順序で行われるという特別の要件をない。この記載は、指示した

場所を除いて、ステップを列挙している。

【０１０４】

  方法６００はカテーテル５１０、処置素子５２０、および制御組立体５３０を

含むシステム５００によって行われる。

  フローポイント４００で、電気エネルギーポート３３３は電気エネルギーの供

給源に連結される。患者は排泄させられ、水平、ジャックナイフ(jackknife)ま

たは切石術(lithotomy)の如き、適当な位置で、処置テーブル上に位置決めされ

る。痛みを起こす可能性に起因して、尿道を取り囲む区域はカテーテル３１０を

挿入する前に、局所麻酔で予め処置されることができる。環境によって、筋肉弛

緩薬または、短期間トランキライザーを指示することができる。患者の位置と、

使用すべき調合薬の選択は医療職員による判断に応じる。

【０１０５】

  ステップ６０１で、患者の外部生殖器と周囲の解剖学的構造がベタジン(Betad

ine)、または塩化ベンザコニウムの如き適当な薬剤で浄化される。

  ステップ６０２で、可視化ポート５３１は適当な可視化装置に連結される。透

視鏡、内視鏡、ディスプレイスクリーン、または他の可視化装置の如き、適当な
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可視化装置に連結される。可視化装置の選択は医療職員の判断に応じる。

【０１０６】

  ステップ６０３で、装置ポート５３２がPHメーター、圧力ゲージ、または他の

かかる機器の如き外部医療装置に連結される。装置の選択は医療職員による判断

に応じる。

  ステップ６０４で、治療エネルギーポート５３６は治療エネルギーの上述の型

式の何れかの供給源に連結される。

【０１０７】

  ステップ６０５では、吸引、膨張、または流体注入装置は灌注および吸引制御

ポート５３５に連結され、冷却流体と薬理学的薬剤が投与されることができるよ

うになす。

  ステップ６０６では、先細のチップ５１３が潤滑され、上下の方向に、フォレ

イ(Foley)カテーテルが導入されるのと非常に似た手法で、尿道内に導入される

。潤滑剤の選択は医療職員の判断に応じる。好適実施例では、処置素子５２０は

挿入を容易にするために完全に閉鎖される。

【０１０８】

  ステップ６０７では、カテーテル５１０は、処置素子５２０が嚢ネックを完全

に通過して嚢内に完全に入るま尿道を通される。導入器さや５１３または案内チ

ューブ５１４もまた、挿入を容易にするために使用されることができる。

  ステップ６０８では、カテーテル５１０の位置は可視化ポート５３１に連結さ

れた可視化装置を用いてチェックされる。この装置は処置全体を通じて医療専門

家によって連続的にモニターされることができる。

【０１０９】

  ステップ６０９では、灌注および吸引制御ポート５３５は冷却液体をにじみ出

すように操作される。好適実施例では、冷却流体は無菌水、塩水、またはグリセ

リンを含むことができる。この冷却流体は物理的な目標とした組織の相対的温度

を下げそして、付帯的な熱的損傷を防止する。別の実施例では、冷却流体を冷や

すためにまたは音響冷却、ガス膨張、磁気冷却、または他の冷却方法を生ぜしめ

るために、他の装置が装置ポート１３２に連結されることができる。冷却流体ま
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たは方法の選択は医療職員による判断に応じる。

【０１１０】

  ステップ６１０では、支柱５２２を伸長させるために張力が移転部材５１２に

適用される。支柱５２２の伸長は電極５２２を物理的に嚢の壁に接近させる。

  ステップ６１１では、灌注および吸引制御ポート５３５は、灌注および吸引ポ

ート５２５を通して吸引力を適用しそして嚢の壁を処置素子５２０により接近さ

せるように、操作される。

【０１１１】

  ステップ６１２では、電極５２２は電極選択および制御スイッチ５３４を使用

して選択される。好適実施例では、すべての電極が選択される。もう１つの実施

例では、個々の電極が展開されることができる。

  ステップ６１３では、嚢内の個々の神経がセンサー５２６を用いて確認される

。このステップは選択自由である。

【０１１２】

  ステップ６１４では、治療エネルギーポート５３６が電極５２２からエネルギ

ーを放出させるように操作される。エネルギーの持続期間と周波数は医療職員の

判断に応じる。このエネルギーの放出は嚢またはその部分の粘膜及び／又は粘膜

下の組織に或るパターンの障害を造る。影響を受けた区域は収縮し、尿の保持を

より良くするように比較的強化される。

【０１１３】

  ステップ６１５では、治療エネルギーポート５３６はステップ６１３で確認さ

れた神経に向けられる電極５２２からエネルギーを放出させるように操作される

。操作とこれらの神経の調整は直接または間接的に、制御されない排尿の衝動に

関して失禁に影響を及ぼす。このステップは選択自由である。

【０１１４】

  ステップ６１６では、有機のミクロスフェア、コラーゲン、シリコン、PVC、

および他の有機の呼吸可能の、および呼吸不能のポリマーの如き増量(bulking)

剤が、嚢の基部近くに置かれた選択された電極５２２からじみ出させられる。ミ

クロスフェアと増量物質の型式およびそれがじみ出される場所は医療職員による
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判断に応じる。これらの増量剤はストレスによって起こされる失禁を防止するよ

うこれらの構造を強化するのに使用されることができる。このステップは選択自

由である。

【０１１５】

   ステップ６１７では、調合薬剤は、灌注および吸引制御ポート５３５を操作

することによって局部的に投与されることができる。これらの薬剤は、医療職員

による判断によって適当と考えられる潤滑剤、麻酔薬、抗麻痺薬、抗炎症薬、ア

ンチオビオティクス(antiobiotics)、または他の薬剤を含むのを助けることがで

きる。このステップはカテーテル５１０の引っ込みに先立って、前処理組織また

は後処理組織の何れかに対して、任意の時に行うことができる。

【０１１６】

  ステップ６１８では、灌注および吸引制御ポート５３５は冷却液体の流れを逆

転させるように操作される。

  ステップ６１９では、張力が、傘状の支柱５２１をカテーテル５１０の周りに

潰して閉じさせるように、移転部材５１２に適用される。

  ステップ６２０では、カテーテル５１０が尿道から引き出される。

【０１１７】

発明の一般性

  本発明は生検または医療状態の処置のための種々の分野への適用の実質的な一

般性をもつ。これらの種々の分野は、以下のもの（または何れか関係した分野）

の何れか１つまたはそれ以上、またはそれらの組み合わせを含む：

  上述の如く、本発明は生物学的システム、および本文に記述された場所を含む

身体の任意の区域に使用することができる。本発明は、身体構造、組織、又は身

体の器官を減少させ、太らせ、又は造り直し、さもなければ空にする（又は生物

学的物質を充填する）という一般的目的のために、使用することができる。

【０１１８】

  例えば、本発明は以下のものの１つ又はそれ以上、又はそれらの幾つかの組み

合わせで使用することができる：

  頬、目、洞、ウエスト、中耳、鼻孔、内耳、オイスタヒイ管、咽頭、喉頭、又
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は他の構造の如きヘッド及びネックにおいて；

  損傷をうけた身体部分のリフォームの目的で、歪んだ身体部分の作り直しの目

的で、塞がれた組織を広げる目的で、又は美容効果のために；、又は

  同じ性質の欠陥、感染、又は外科手術に起因しようとなかろうと、欠けている

身体部分によって満たされた容積を置き換える目的で。

【０１１９】

別の実施例

  好適実施例が本文中に記載されたが、本発明の概念、範囲、及び精神内に含ま

れる多くの変形が可能であり、これらの変形は本願の精読後に当業者に明らかに

なるであろう。

【図面の簡単な説明】

【図１】  第１装置を使用する女性の尿失禁を処置するシステムのブロック図で

ある。

【図２Ａ】  第１装置を使用する女性尿失禁を処置する方法のプロセス流れ図の

一部である。

【図２Ｂ】  第１装置を使用する女性尿失禁を処置する方法のプロセス流れ図の

後続部分である。

【図３】  第２装置を使用する女性の尿失禁を処置するシステムのブロック図で

ある。

【図４Ａ】  第２装置を使用する女性の尿失禁を処置する方法のプロセス流れ図

の一部である。

【図４Ｂ】  第２装置を使用する女性の尿失禁を処置する方法のプロセス流れ図

の後続部分である。

【図５】  第３装置を使用する女性の尿失禁を処置するシステムのブロック図で

ある。

【図６Ａ】  第３装置を使用する女性の尿失禁を処置する方法の流れ図の一部で

ある。

【図６Ｂ】  第３装置を使用する女性の尿失禁を処置する方法の流れ図の後続部

分である。
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【図１】
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【図２Ａ】
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【図２Ｂ】
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【図３】
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【図４Ａ】
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【図４Ｂ】
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【図５】
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【図６Ａ】
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【図６Ｂ】
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【手続補正書】

【提出日】平成１４年８月５日（２００２．８．５）

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正の内容】

【特許請求の範囲】

【請求項１】  選択された場所で身体に挿入するために配列されるカテーテルを

含み、前記カテーテルはカテーテルの遠位端で連結された処置素子を含んでおり

、更に、

  前記処置素子に接近して連結された少なくとも１つの電極を含み、前記電極は

エネルギーと化学的処置剤を放出するために適用されて成る装置において、

  前記少なくとも１つの電極は、

  単一の電極と、

  一連の電極であってこれらの電極のうちの少なくとも第１と第２の電極を独立

して制御するための回路に連結するために配列されて成る一連の電極と、

  一連の電極であって複数の列をなして配列されて成る一連の電極と、

  一連の電極であって１列に配列されて成る一連の電極と、

  前記カテーテルを腹腔鏡でまたは手動で挿入するための手段、

のうちのいずれかを含むことを特徴とする装置。

【請求項２】  前記カテーテルは組織を吸引して物質を放出することができる少

なくとも１つの灌注および吸引ポートを含むことを特徴とする請求項１に記載の

装置。

【請求項３】  前記遠位のセグメントは熱抵抗性の膨張可能のバルーンを含み、

前記少なくとも１つの電極は前記バルーンに連結されることを特徴とする請求項

１に記載の装置。

【請求項４】  前記バルーンは前記バルーンを包囲する構造体を含み、前記電極

は前記包囲する構造体の部材上に分配されることを特徴とする請求項６に記載の
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装置。

【請求項５】  前記電極は直接前記バルーンの表面内に埋め込まれていることを

特徴とする請求項６に記載の装置。

【請求項６】  並進部材を更に含み、前記バルーンの形状はバルーンの膨張度を

変えることによって、かつ前記並進部材に加わる張力を変えることによって変え

られることを特徴とする請求項６に記載の装置。

【請求項７】  前記遠位セグメントで連結された１つ以上の傘状の支柱を更に含

み、前記電極は前記支柱に取り付けられることを特徴とする請求項１に記載の装

置。

【請求項８】  並進部材を更に含み、前記並進部材に張力を加えることによって

前記傘状支柱を伸長させることを特徴とする請求項７に記載の装置。

【請求項９】  前記カテーテルを手動でまたは腹腔鏡で挿入するための前記手段

は案内ワイヤと導入器さやの何れかを含むことを特徴とする請求項１に記載の装

置。

【請求項１０】 前記適用されるエネルギーが、

  約３００乃至約５００キロヘルツのＲＦエネルギー、

  光力学的治療力、

  約915メガヘルツ乃至2.45ギガヘルツ範囲内のマイクロ波エネルギー、

  音波エネルギーおよび

  赤外線エネルギー、

のうちの１つ以上を含み、

  前記化学的処置剤が、

  酵素、

  酸ベースの反応剤、

  放射性トレーサーおよび

  化学的乾燥剤、

のうちの１つ以上を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項１１】  前記カテーテルに連結されたオプションの遮蔽素子を含むこと

を特徴とする請求項１に記載の装置。
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【請求項１２】  前記オプションの遮蔽素子は、

  膨張可能のバルーン、

  スポンジ、および

  ポリマー遮蔽物

のうちの何れかを含み、

  前記遮蔽素子は前記選択された場所に近接した領域に液体密封シールを提供す

るよう配列されることを特徴とする請求項１１に記載の装置。

【請求項１３】   前記選択された場所から前記身体の外の場所へ電磁エネルギ

ーを放出するために配列されたセンサーを含むことを特徴とする請求項１に記載

の装置。

【請求項１４】  前記センサーは、

  電磁インピーダンスセンサー、

  光学センサー、

  導電率センサー、

  温度センサー、

  圧力センサー、

  神経活性を確認するためのセンサー、

  pHセンサー、および

  放射線不透過性マーカー、

のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１３に記載の装置。

【請求項１５】  前記カテーテルに連結された温度調整器を含むことを特徴とす

る請求項１に記載の装置。

【請求項１６】  前記温度調整器は前記選択された場所に近接して配列された冷

やされた液体を含むことを特徴とする請求項１５に記載の装置。

【請求項１７】  前記選択された場所に流動性物質を放出するための少なくとも

１つのルーメンを含み、前記流動性物質は前記電磁エネルギーに応答することを

特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項１８】    前記流動性物質は前記電磁エネルギーに対して選択された応

答をもち、前記選択された応答は、融除、被覆、膨張、膨らませ、形作り、嵩張
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らせ、神経通路を変調させること、撓み性の減少させること、および組織を収縮

させること、のために前記電磁エネルギーを受け入れることを含むことを特徴と

する請求項１７に記載の装置。

【請求項１９】  前記少なくとも１つの電極は、身体空洞部の内部領域内で前記

電磁エネルギーの制御された適用が可能な回路に連結されるよう配列されること

を特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項２０】  前記制御された適用は前記内部領域内における前記電磁エネル

ギーの一様な分配を含むことを特徴とする請求項１９記載の装置。

【請求項２１】    前記カテーテルは、身体の外部から前記選択された場所へ流

動性物質を放出することができる少なくとも１つのルーメンを含むことを特徴と

する請求項１に記載の装置。

【請求項２２】  前記流動性物質は、薬、ガス、放射性同位元素、鎮痛薬、抗生

物質、抗炎症薬、抗麻痺薬、嵩張らせ剤(bulking agent)および冷却流体の内の

少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２１に記載の装置。

【請求項２３】  前記選択された場所は人間または他の哺乳動物内に配列され、

  前記電磁エネルギーは、前記選択された場所の近くで括約筋、筋組織および神

経組織の何れかに放出されることを特徴とする請求項１に記載の装置。

【請求項２４】  前記括約筋または組織は嚢、食道、子宮、らっぱ管、または精

管、静脈洞、大動脈、喉頭、および咽頭の何れかに近接していることを特徴とす

る請求項２３に記載の装置。

【請求項２５】  括約筋または組織は、嚢の三角区域、嚢の排尿筋、嚢ネック、

尿道およびこれらの区域の何れかを知らせる神経、のうちの何れかを含むことを

特徴とする請求項２３に記載の装置。

【請求項２６】  選択された場所で身体にカテーテルを挿入し、

  前記カテーテルの遠位セグメントに連結された１つ以上の電極と、前記身体中

の関連する灌注および吸引ポートを、前記電極のうちの少なくとも１つが処理さ

れるべき組織面に近接するように、位置決めし、

  流動性物質を前記組織上にかつその組織を通して通過させ、そして

  前記組織表面の近くで少なくとも１つの電極から電磁エネルギーを放出させ
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  そして、

  少なくとも第１と第２の電極を連続して独立して制御するステップを含む方法

。

【請求項２７】    前記カテーテルを腹腔鏡を用いるかまたは手動の何れかで、

必要に応じて案内ワイヤまたは導入器さやを用いて、前記選択された場所に挿入

するステップを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項２８】  前記電磁エネルギーは、

  約４００乃至約５００キロヘルツのＲＦエネルギー、

  光力学的治療、

  約915メガヘルツ乃至2.45ギガヘルツ範囲内のマイクロ波エネルギー、

  音波エネルギー、

  赤外線エネルギー、および

  酵素、酸ベースの反応剤、放射性トレーサー、化学乾燥剤および対生物作用性

の物質の何れかから発生する化学エネルギー、

を含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項２９】    液体密封シールを前記選択された場所に近接した領域に提供

するステップを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項３０】    前記提供するステップが、膨張可能のバルーン、スポンジ、

およびポリマー遮蔽物のうちの１つを含む前記遮蔽素子を使用することを特徴と

する請求項２９に記載の方法。

【請求項３１】  センサーによって前記選択された場所から前記身体の外の場所

へ電磁エネルギーを放出するステップを含むことを特徴とする請求項２６に記載

の方法。

【請求項３２】  前記センサーは、

  電磁インピーダンスセンサー、

  光学センサー、

  導電率センサー、

  pHセンサー、

  圧力センサー、
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  温度センサー、および

  神経活性を検出するセンサー、

のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項３１に記載の方法。

【請求項３３】  前記組織を少なくとも１つの電極に適合させるように前記組織

を吸引するステップを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項３４】  前記選択され場所に近接して温度を調整するステップを含むこ

とを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項３５】  前記調整するステップが、前記選択された領域に近接して冷や

された液体を身体空洞部およびバルーン内部の何れかに放出することを含むこと

を特徴とする請求項３４に記載の方法。

【請求項３６】  前記調整するステップが、前記身体空洞部の内部を占めそして

前記少なくとも１つの電極を前記身体空洞部の近くに持っていくように前記バル

ーンを形作るために前記冷やされた液体の容積に依存することを特徴とする請求

項３５に記載の方法。

【請求項３７】  前記少なくとも１つの電極を前記身体空洞部の近くに持ってい

くために前記バルーンの形を変えるように並進部材を操作するステップを含むこ

とを特徴とする請求項３５に記載の方法。

【請求項３８】  前記電極は前記遠位セグメントで連結された１つ以上の傘状支

柱上に設けられ、前記電極は前記支柱に取り付けられており、該方法は、

前記少なくとも１つの電極を前記選択された領域の近くに持っていくために前記

傘状の支柱の位置を変えるために前記並進部材を操作するステップを含むことを

特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項３９】  前記選択された場所へ流動性物質を放出するステップを含み、

前記流動性物質は前記電磁エネルギーに応答することを特徴とする請求項２６に

記載の方法。

【請求項４０】  前記電磁エネルギーへの選択された応答を顕在化させるステッ

プを含み、前記選択された応答は、

  融除、被覆、膨張、膨らませ、形作り、または組織を収縮させることのために

前記電磁エネルギーを受け取ること、
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  神経の位置をマッピング(mapping)してそれらを刺激すること、

  熱的障害のパターンを造ることによって括約筋を収縮させること、

  組織の撓み性または強固さを減らすこと、

  その相対的な幾何学的形状を変えることによって組織上の歪みを減らすこと、

および

  薬を放出すること、

の何れかを含むことを特徴とする請求項３９に記載の方法。

【請求項４１】  身体空洞部の内部領域内への前記電磁エネルギーの適用を制御

するステップを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項４２】  前記適用を制御するステップは前記内部領域内に前記電磁エネ

ルギーを一様に分配するステップを含むことを特徴とする請求項４１に記載の方

法。

【請求項４３】  前記選択された場所に身体の外から流動性物質を放出するステ

ップを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。

【請求項４４】    前記流動性物質は、薬、ガス、放射性同位元素、鎮痛剤、抗

生物質、抗炎症剤、抗麻痺剤、嵩張らせ剤、グリセリンおよび塩水のうちの少な

くとも１つを含むことを特徴とする請求項４３に記載の方法。

【請求項４５】    前記選択され場所は、人間または他の哺乳動物内に配列され

、そして前記電磁エネルギーは括約筋、筋組織および神経組織のうちの何れかに

、前記選択された場所に近接して放出されることを特徴とする請求項２６に記載

の方法。

【請求項４６】  前記括約筋または組織は嚢、食道、子宮、らっぱ管、精管、静

脈洞、大動脈、咽頭および喉頭のうちの何れかに近接していることを特徴とする

請求項４５に記載の方法。

【請求項４７】  前記括約筋または組織が嚢の三角区域、嚢の排尿筋、嚢ネック

、尿道、およびこれらの区域を知らせる任意の神経のうちの何れかを含むことを

特徴とする請求項４６に記載の方法。
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【国際調査報告】
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